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和歌山県精神保健福祉センターだより ２００９年５月

「 和歌山精神神経科診療所協会のお誘い 」

和歌山精神神経科診療所協会 会長 松本 幸男

近年の目覚ましい社会の変化に伴い、私たちの暮らしも急速な変化をしています。古代ならば何千年、

中世ならば何百年の歳月をかけて変わってきたような変化が、今ではわずか十年、二十年の間にみられ

ますし、さらにその変化の速度は増しています。そのような変化がいろいろな社会、あらゆる世代の人

たちの生活に歪みと、戸惑いをもたらしています。

家庭、学校、社会場面では、今まで先例のない問題が多く見られます。また各世代における問題とし

ては、乳幼児期には母子関係を主とした親子問題、兄弟の問題、子ども同士の遊びの問題、学童期には

学校における対人交流、勉学への不適応、思春期には自己同一性の確立の困難さによる非行や怠け、青

年期における結婚と就労での不適応、壮年期には社会、家庭での役割の遂行の困難性、老年期には自己

の人生への容認の不確立に伴う死への恐怖等が表面化しています。そしてその問題の把握、対処方法は

確立せず、人は戸惑いを感じています。そんな時代にあっていつでも、気軽に相談、受診できる精神科、

心療内科の診療所が必要になってきていると思われます。和歌山精神神経科診療所協会では精神的な病

気はもちろん、これらの問題が大きく、重篤にならないうちに受診していただけますよう、第一線での

初期治療と継続した通院治療の実践を目標として日々研鑽するとともに、和歌山県・市医師会、精神科

病院協会、福祉・相談機関との連携・協力を密にしていますので、どんなことでも気軽にご利用ください。

もくじ
Ｐ１ 和歌山精神神経科診療所協会のお誘い

Ｐ２ 退院促進から地域移行へ

Ｐ３/４ 「もし、生きるのがつらいと思ったら・・・

勇気を出して相談してみよう」相談窓口一覧

Ｐ５ メンタルヘルスニュース / センターの相談事業

Ｐ６ はーとふるネットワーク

「 紀南障害者地域生活支援センター 垣本 哲志さん 」

研修のお知らせ

和歌山県精神保健福祉センター
〒640-8319 和歌山市手平二丁目１番２号 県民交流プラザ“和歌山ビッグ愛”２階

5（０７３）４３５－５１９４ ＦＡＸ（０７３）４３５－５１９３

http://www.pref.wakayama.lg.jp/prefg/040400/050301/

 
 
- 1 -



退院促進から地域移行へ

和歌山県 障害福祉課 中川 浩二

平成１４年、厚生労働省が発表した「障害者基

本計画」および「重点施策５カ年計画」において、

「受け入れ条件が整えば退院可能な入院患者７万

２千人について１０年のうちに退院、社会復帰を

目指す」としました。それを受け、社会保障審議

会障害者分会では、７万２千人の退院促進をすす

めるために「普及啓発に関する検討会」「地域生

活支援のあり方に関する検討会」「精神病床のあ

り方に関する検討会」という３つの専門検討委員

会を立ち上げ、平成１６年の「改革ビジョン」が

発表されるにいたりました。

このような背景の中で平成１５年度に「精神障

害者退院促進支援事業」が国において事業化され

ることとなりました。和歌山県でも本事業を平成

１６年度からスタートさせました。県では、平成

１９年に発表した障害福祉計画において、国の７

万２千人を基準に受け入れ条件が整えば退院可能

な方が５２３人いると推算しています。この方々

の退院を目指し、地域活動支援センターⅠ型に委

託する形で毎年実施圏域を増やし事業を進めてき

ました。平成２０年度には県内８圏域すべてで事

業実施が可能となりました。事業開始からこの５

年間で２５名の長期入院の方々が退院することが

出来ました。支援の終了時点での住まいは家族と

の同居が６名、単身生活した方が９名いました。

その中には二十数年入院生活を送っていた方もい

ます。１０名の方も支援終了時はグループホーム

等の利用でしたが、その後単身生活に移行されて

いる方もいるようです。

平成２０年度から国はこれまでの「精神障害者

退院促進支援事業」を見直し、総額１７億円の予

算を計上し、「地域移行支援特別対策事業」を実

施しています。県では、今年度から要綱を改め、

本事業を実施することとしています。この事業の

概要は①実施主体は都道府県ですが、委託先とし

て、これまでの地域活動支援センターに加え、適

切な圏域を設定し相談支援事業者等にも委託でき

ることとなりました。②新たに精神保健福祉士ま

たは同程度の知識を有する者を地域体制整備コー

ディネーターとして配置し、病院等関係機関への

事業周知や社会資源等の情報提供や開発に関する

助言などを行うこととしており、その活動は毎月

県に報告することが義務づけられています。③こ

れまでの自立支援員に替わり地域移行推進員を配

置し、主治医との調整に基づき、支援計画を作成

し、院外活動にかかる同行支援を行います。④圏

域ごとに協議会を設置し、病院、施設等と合意・

調整を図ったうえで利用対象者を決定し、困難事

例の解決などに関する調整を行います。⑤これま

での事業が退院を促進することだけが目的かのよ

うな誤解を与えかねなかったため、新事業ではこ

れまでの退院の促進に加え、地域に移行し定着し

た生活が出来ることを目的とするため、支援の終

了を旧事業では退院後１ヶ月としていましたが、

新事業では６ヶ月としています。

しかしながら、県内の「受け入れ条件が整えば

退院可能な入院患者」５２３人の方の地域移行が

この事業だけで解消するものではありません。こ

れまで実践されてきた各医療機関の独自の長期入

院者解消への取り組みや県が実施してきた退院促

進の研修会などを通して、さらに多くの関係者の

意識に変化がみられたことなど本事業の波及効果

の大きさも実感しています。県は２１年度からこ

れまでの圏域のうち、新たに伊都圏域と東牟婁圏

域の相談支援事業者への事業委託を計画していま

す。多くの対象者が地域へ移行するためにも対象

者の可能性や主体性を引き出す関係者の支援体制

の構築がさらに必要であると考えます。
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和歌山メンタルヘルスニュース

県内の精神保健福祉関連の最新情報と当センターの活動をお知らせします。

○ 社会復帰関連問題研修会
３月１１日（水）、１２日（木）に、ビッグ愛にて

「平成２０年度社会復帰関連問題研修」を開催しま
した。医療機関、旧精神障害者社会復帰施設、障害
福祉サービス事業者等の職員２４名が参加されました。

岸本徹彦氏（神戸総合医療介護福祉専門学校 作
業療法科 専任講師・ＳＳＴ普及協会認定講師）が
『精神障害者の生きる力をつけるソーシャルスキル
トレーニング（ＳＳＴ）』について講義を行い、その
後、参加者がグループワークやＳＳＴの演習を行い
ました。参加者からは「大変楽しく分かりやすい研
修でした」「思ったより身近に実践の応用ができるな
あと感じました」等の意見がありました。

○ 自死遺族のための講演会（第２回）
３月２４日（火）に、自死遺族を対象にした講演

会（第２回目）をビッグ愛にて開催しました。内容
は、自死遺族サポートチームこころのカフェ きょう
と 代表 石倉紘子氏による講演「自死遺族の立場か
ら遺族支援を考える」で、１４名の参加がありまし
た。講演会終了後、参加希望者どうしの話しあいに
より、分かちあいの会の日程が決定されました。

精神保健福祉センターの相談事業

○ 精神保健一般相談（要予約）

精神保健福祉士、保健師、臨床心理士が、こころの相談に応じます。
平日９：００～１７：４５

○ こころの電話相談

精神疾患や依存症、職場や人間関係のストレス、不登校・ひきこもり等のこころの健康に
関する電話相談をおこなっています。

平日９：３０～１６：００（１２：００～１３：００を除く）
電話番号 ０７３－４３５－５１９２

○ 自死遺族相談(要予約）

自死（自殺）により大切な人を亡くされた方の死別による悲しみからの回復をお手伝いする
相談をおこなっています。

対 象：自死（自殺）により大切な方を亡くされた方（家族・知人・友人）
日 時：毎月第４木曜日１３：００～１７：００

（都合により日程が変更される場合があります）。
＊ 相談時間はお一人１時間程度です。

○ 思春期・青年期 特定窓口相談（要予約）

専門の医師が、思春期・青年期に特有の悩みや精神疾患、不登校・ひきこもりの相談等に応
じます。

対 象：思春期・青年期の問題を抱える当事者やご家族
日 時：毎月第４金曜日９：３０～１１：３０

（都合により日程が変更される場合があります）。
＊ 相談時間はお一人３０分程度です。

○ 青年のつどい・フリースペース

不登校やひきこもりの問題を持つ方を対象に、自由に過ごせる憩いの場をもうけています。
対 象：和歌山県在住の概ね１６歳から４０歳までの方
日 時：毎週火曜日 １３：００～１６：００
申し込み：まずは精神保健福祉センターにご連絡ください。

事前にスタッフが個別相談に応じます。

○ ひきこもり家族のつどい

ひきこもり者の家族同士がわかちあいや情報交換の場を持ちながら問題の解決に向かう力を
高めるために、家族どうしの集まりの会をもうけています。

対 象：ひきこもりの問題を抱えた家族
日 時：毎月第３水曜日１３：３０～１５：３０
申し込み：不要
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精神保健福祉の第一線で働く関係スタッフの紹介コーナーです。

今回は、紀南障害者地域生活支援センターの支援ワーカー、

垣本 哲志さんです。

はーとふるネットワーク

― 紀南障害者地域生活支援センターに勤務されて何年に
なりますか？

２年です。４月で３年目に入りました。
― 支援ワーカーになられたきっかけは？

高校の時にボランティアで作業所に行かせてもらい、
卒業後は、他の仕事をしていたのですが、自分のした
い仕事が見つからず、やおきの職員さんに声をかけて
もらい、新規採用の募集があると聞いたので、やって
みようと思い面接を受けに行き採用されました。
― この仕事をしていて良かったと思う時はどんな時ですか？

メンバー（利用者）と話や活動をする時は一緒に楽
しみながら仕事が出来るところと、職員間でも仲が良
く休みの日など趣味を共有できるところです。
― 仕事で苦労する点はどのようなことですか？

今のところは苦労することは時に見つからないです。
― 紀南障害者地域生活支援センターのＰＲを一言お願い
します。

面白く、楽しい職員が５人います。平日の日中はデ
イサロンとして開放していて、金曜日にはレクリエー
ションもしているのでいつでも遊びに来て下さい。

― 休日はどのように過ごされていますか？
釣りに行く事です。夏には泳ぎに行きます。アウト

ドアな遊びが好きです。あとは、娘と遊ぶ事、家族サ
ービスです。
― 今後の抱負を教えて下さい。

やおきの先輩職員のような支援員・相談員になれる
ように日々努力していきたいです。
― 垣本さんから、次の方のご紹介をお願いします。

やおき福祉会生活訓練施設 ゆうあいホームの廣畠
快侍さんです。

研修等のお知らせ

精神保健福祉関連新任者研修

日 時：６月１０日（水） ９:５０～１５:００

１１日（木） １０:００～１５:００

場 所：和歌山ビッグ愛

対 象：精神保健福祉業務に従事して、概ね５年

以内の担当者（医療機関関係者を含む）

内 容：「精神疾患と精神障害の理解」

「精神障害者と人権」

「相談の受け方の実際」

「障害福祉サービスの提供について」

こころのレスキュー隊基礎研修会

日 時：８月３日（月） １０:００～１６:３０

和歌山ビッグ愛

４日（火） １０:００～１６:３０

西牟婁振興局

対 象：精神保健福祉従事者・教職員等関係機関職員

内 容：「ストレス障害概論とこころの緊急支援」

「二次受傷とストレスマネージメント」

和歌山県精神保健福祉協会総会及び講演会

日 時：７月１３日(月）

場 所：和歌山ビッグ愛

内 容：映画「おくりびと」の誕生に深いつながりの

ある作家

青木 新門氏 による講演(予定）

精神保健福祉センター主催の研修
(予定）

・ 精神保健福祉関連新任者研修
・ こころのレスキュー隊基礎研修

・ こころのレスキュー隊実践研修

・ 思春期セミナー研修

・ 嗜癖関連問題研修

・ 自殺対策研修

・ 社会復帰関連問題研修

・ 精神保健福祉専門研修

・ ひきこもり従事者研修

・ 災害時のこころのケア研修 ほか

（ 開催時期等については、追ってお知らせします ）

編集後記

新緑が気持ちよい、さわやかな季節を通り過ぎ、蒸し暑さを感じはじめるようになりました。日焼け対策にと自

転車通勤の途中マスクを着用していましたが、はからずも新型インフルエンザが流行り、自分以外にもマスク姿の

人を見かけるようになりました。早く事態がおさまり、マスクいらずの日々が戻ることを祈るばかりです。
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